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［株式市場］SENSEX指数の推移
（2016年1月1日～2017年9月1日）

［債券市場］インド自国通貨建て10年国債利回りの推移
（2016年1月1日～2017年9月1日）

［為替市場］インドルピーの対円レートの推移
（2016年1月1日～2017年9月1日）

［株式市場］

［債券市場］

［為替市場］

8月31日の引け後に発表された4-6月期の実質国内総生産
（GDP）成長率が市場予想を大きく下回ったものの、7月1日の物
品・サービス税（GST）導入前の一時的な要因との見方から株式
市場では材料視されませんでした。先週は北朝鮮を巡る地政学
リスクへの懸念が一時的に後退して堅調となりましたが、週末の
核実験強行の報道を受けて、今後の動向が注視されます。

4-6月期の実質GDP成長率が市場予想を大きく下回る+5.7％
（前年同期比）となったことを受けて、一部に利下げ期待が高ま
りインド10年国債利回りは低下（価格は上昇）しました。

地政学リスクへの警戒感などから上下する場面があったもの
の、週間ではルピーは対米ドルで小動きとなりました。一方、円
が対米ドルで下落したことから、ルピーは対円では上昇しまし
た。

（対象期間：2017/8/28～9/1）

出所：グラフおよび表はBloomberg L.P.のデータに基づきイーストスプリング・インベストメンツ作成。

2017/8/24* 2017/9/1 変化率

31,596.06 31,892.23 +0.94%

2017/8/24* 2017/9/1 変化幅

6.538 6.483 -0.055

2017/8/25 2017/9/1 変化率

1.708 1.720 +0.70%
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*8月25日は祝日のため休場

*8月25日は祝日のため休場


